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【テーマ：防災】NPO 法⼈プラス・アーツによる『地震 ITUMO 講座』 

【⽇時】平成 28 年 5 ⽉ 22 ⽇（⽇）13:30〜16:30 

【会場】洋光台北第⼀集会所 ⼤集会室 
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【当⽇記録】 

 

 

 

 

 

⽇時：2016 年 5 ⽉ 22 ⽇（⽇） 13:00 〜 16:00 

会場：UR 賃貸住宅洋光台北団地第⼀集会所（⼤集会室） 

参加⼈数：41 ⼈ 

 

講師に⽇本テレビ「世界⼀受けたい授業」や TBS「情熱⼤

陸」にも出演した防災プロデューサー、NPO 法⼈プラス・

アーツ理事⻑の永⽥宏和さんをお招きし、阪神・淡路⼤震災

や東⽇本⼤震災の被災者に聞いた、実⽤的ですぐに使える防

災の知恵や技を分かりやすくお伝えする講座を開催いたし

ました。 

 当⽇は、⼤震災が起きたら、実際街はどういう状況になっ

てしまうのかというお話や、地震のメカニズム、家具の転倒

防⽌を実践的に⾏うコツ、イザ！となった時に何をどれだけ

⽤意するべきかなど、すぐ実践したくなるお話しでいっぱい

でした。 

 たとえば、防災グッズ。耐震性の⾼い家屋の場合、災害発

⽣後、電気・ガス・⽔道などが⽌まっていても⾃宅で暮らす

という選択肢もありえます。そんな時、⾃宅での避難⽣活を

送る備えが必要です。現在は 7 ⽇分の備蓄をすることが推奨

されているとか。講座の中では、特に快適に過ごすために⽤

意しておくと良い 12 のグッズをご紹介いただきました。 

ひとつは LED ランタン。避難グッズといえば、まずは懐中

電灯を⽤意して…と⽤意されている⽅もいるかもしれませ

んが、⾃宅避難なので室内照明が欲しくなる。その場合には

LED ランタンが便利だそうです。リビング、キッチン、トイ

レ⽤に３つは必要。家族の誰かがトイレに⾏ったら、お部屋

が真っ暗になってしまう。…確かにそうですね。ではその時、

ランタン⽤の電池はいくつ⽤意しておくべきか？…などなど。 

 

2016.5.22 地震 ITSUMO 講座 

洋光台北団地第⼀集会所にて開催いたしました。 
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その他にも、避難⽣活でお⽔はとても⼤切。お⽫を使って

いる場合ではありません。お⽫にラップをかけるというのも

⼀つのやり⽅ですが、紙でお⽫を作ってポリ袋をかけるのも

⼀つです。また、防災⾷としてさまざまなものが売られてい

ますが、それにこだわらず、お夜⾷にもなってしまういつも

家に常備している⾷品も、ある程度の量を常に買い⾜してい

けばそれが備蓄になってしまいます。そんなお話を聞いた後、

講座では最後に、紙でお⽫を作ってポリ袋をかけてフリーズ

ドライ⾷品の試⾷を⾏いました。 

家に帰ってすぐ実践したくなるお話しばかりで、みなさん

真剣に⽿を傾けていらっしゃいました。 

参加いただきましたみなさまありがとうございました！ 


